









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































⑤ 延宝 ８ 1680 ９ 1８ 綱吉将軍宣下 翁三番里 松亀 開口 高砂
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高砂 有 紐へ 有
lEj八幡 有 有 有
老松 有
飛へ 有
養老 圧、釘小 有 有
金札 有 有 有
呉服
鉦州 疵へ 有
難波 保留 保留 疵州
賀茂 疵州 抓州 佃州
岩船 鉦州 狂狐 把州
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来
臨
し
た
祖
先
神
が
始
源
の
時
間
を
再
現
し
、
子
孫
の
繁
栄
を
言
祝
（四）
ぐ
こ
と
を
本
来
の
意
味
と
す
る
演
目
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
江
戸
幕
（卯）
府
に
と
っ
て
の
祖
先
神
と
は
神
君
家
康
で
あ
る
。
家
康
の
神
格
化
が
進んだ寛永期を経て、〈翁〉が町入能に固定化したことは、
祖
先
神
・
家
康
が
翁
に
仮
託
さ
れ
て
能
の
場
に
来
臨
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
は
、
町
入
能
の
空
間
は
、
家
康
の
加
護
に
よ
る
国
家
安
泰
を
想
起
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
②
脇
能
〈高砂〉は、正月二日の幕府儀礼である一謡初めにも謡わ
れる祝言の演目である。これは、祝一一一一口の最たる演目として
（Ⅲ）
「
謡
曲
拾
葉
抄
」
に
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。
此
唄
を
よ
る
づ
の
謡
の
最
上
と
し
、
又
は
祝
言
第
一
と
す
る
事
、
始
終
釈
教
の
語
を
ま
じ
へ
ず
、
神
を
崇
め
君
を
祝
い
、
或
は
万
葉
・
古
今
両
集
の
本
体
を
の
べ
た
り
、
和
歌
の
す
な
を
な
る
は
神
の
御
心
也
、
和
歌
を
託
し
て
君
を
ま
も
り
、
君
は
和
歌
を
以
て
世
の
政
を
し
る
し
め
す
、
（
略
）
、
さ
れ
は
神
と
い
ひ
君
と
い
ひ
、
久
し
き
弧
詞
に
松
の
徳
を
つ
ら
ね
た
り
、
松
は
是
常
住
不
変
の
形
を
あ
ら
は
し
、
和
漢
共
に
賞
之
、
世
阿
弥
口
伝
抄
云
、
高
砂
は
松
の
日
出
度
威
徳
を
作
る
も
の
な
れ
は
初
春
に
是
を
う
た
ひ
初
る
也
云
々
、
〈
高
砂
〉
は
、
外
来
思
想
で
あ
る
仏
教
の
経
典
を
用
い
ず
、
日
本
法
政
史
学
第
六
十
二
号
固
有
の
神
道
と
そ
れ
が
表
現
さ
れ
た
和
歌
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
点
に
特
徴
が
あ
る
と
い
う
。
特
に
、
松
の
徳
が
神
へ
の
崇
敬
と
君
の
祝
福
に
擬
せ
ら
れ
る
こ
と
か
ら
は
、
不
変
性
に
代
表
さ
れ
る
松
の
威
徳
が
治
世
の
祝
福
と
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
を
、
〈
高
砂
〉
を
演
じ
る
上
で
の
心
構
え
と
し
て
説
明
し
た
（型）
のは、幕府抱這え役者北十大夫である。北が平戸藩主松浦静
山
に
役
者
の
秘
伝
と
し
て
話
し
た
の
は
、
「
中
に
も
こ
の
松
は
万
木
に
勝
れ
て
、
十
八
公
の
よ
そ
ほ
ひ
千
秋
の
緑
を
な
し
て
古
今
の
色
を
見
ず
、
始
皇
の
御
爵
に
預
る
ほ
ど
の
木
な
り
と
て
異
国
に
も
、
本
朝
に
も
万
民
こ
れ
を
賞
歓
す
」
の
部
分
を
謡
う
と
き
、
「
仕
手
は
何
ご
と
も
な
く
坐
し
て
居
れ
ど
も
、
心
中
に
は
、
身
は
灘
台
に
あ
り
て
遇
に
あ
な
た
な
る
正
面
に
御
坐
あ
る
上
様
を
、
向
に
松
を
観
る
心
に
て
ゐ
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
場
面
で
は
、
舞
台
上
に
は
不
在
の
神
徳
あ
る
松
を
、
前
方
に
静
座
す
る
将
軍
に
仮
託
し
て
畏
敬
を
も
っ
て
謡
う
と
言
う
。
いずれも江戸時代中後期の一一一一Ｍ説である。これらからは、
〈高砂〉が祝福する対象は、徳川将軍の治世であり、その
統
治
の
時
間
は
、
和
歌
と
一
体
に
な
っ
て
把
握
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
は
、
当
代
が
和
歌
の
歴
史
と
同
様
の
時
間
を
刻
ん
で
き
た
と
い
う
錯
覚
を
起
こ
さ
せ
、
徳
川
政
権
の
起
源
を
前
に
遡
ら
せ
る
作
用
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
七
四
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〈老松〉には、「北野天神縁起」等に取材し、神木である
松
梅
が
御
代
を
末
永
く
守
る
こ
と
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
の
中
心
は
、
「
十
訓
抄
」
第
六
の
好
文
木
の
梅
の
い
わ
れ
を
引
用
し
て
忠
義
を
説
く
部
分
と
、
『
十
訓
抄
』
第
一
の
松
の
叙
爵
の
故
事
を
引
用
し
て
報
恩
を
説
く
部
分
で
あ
る
。
こ
う
し
て
梅
と
松
を
神
徳
と
し
て
治
仙を一言祝ぐ〈老松〉には、身分上の上位者への忠とそれに
対
す
る
御
恩
と
い
う
関
係
性
が
み
ら
れ
る
。
〈
弓
八
幡
〉
は
、
源
氏
の
氏
神
で
あ
る
八
幡
大
菩
薩
の
神
徳
に
よ
っ
て
、
武
力
に
依
ら
な
い
治
世
が
達
成
さ
れ
た
こ
と
を
述
べ
、
後
宇
多
院
の
御
代
を
八
幡
の
神
威
に
よ
っ
て
守
る
と
い
う
演
目
で
あ
る
。
こ
の
主
題
を
象
徴
す
る
の
は
、
そ
れ
ま
で
肩
に
担
い
で
い
た
弓
（麹）
を
お
ろ
し
、
ワ
キ
に
渡
す
シ
ー
ナ
の
所
作
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
弓
は
、
初
め
か
ら
金
椴
の
袋
に
入
れ
ら
れ
て
武
力
を
封
鎖
さ
れ
て
｛型）
い
る
。
〈
弓
八
幡
〉
で
は
、
泰
平
の
世
と
は
武
力
を
使
わ
な
い
も
の
であることを視覚に訴えていたと一一一一口える。
ま
た
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
熊
本
藩
抱
え
役
者
中
村
庄
右
衛
門
が
（躯）
能
の
秘
伝
に
つ
い
て
藩
主
に
答
遥
え
た
中
に
も
み
ら
れ
る
。
一
高
砂
・
弓
八
幡
、
同
前
之
祝
儀
二
而
御
座
候
得
共
、
弓
八
幡
ハ
幸
之
弓
を
持
、
蓬
の
矢
を
以
、
悪
魔
を
治
め
給
ふ
応
神
天
皇
―
―
て
御
座
候
、
日
本
ハ
神
国
、
殊
二
武
を
以
治
候
得
ハ
、
武
家
之
方
二
而
者
大
切
成
習
御
座
候
故
、
惣
躰
高
江
戸
城
町
入
能
の
開
口
・
演
目
と
秩
序
（
川
上
）
砂とハ心得茂違、六ヶ敷祝一一一一ローて御座候由申上候
事、
こ
こ
で
は
、
弓
八
幡
の
神
は
実
体
の
な
い
武
力
で
あ
る
「
幸
之
弓
、
蓬
の
矢
」
で
悪
魔
を
降
伏
し
た
応
神
天
皇
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
神
国
で
あ
る
日
本
は
、
象
徴
化
さ
れ
た
武
力
に
よ
っ
て
平
定
さ
れ
た
と
い
う
歴
史
を
持
つ
。
こ
の
こ
と
は
、
当
代
の
武
家
支
配
の
正
統
性
の
根
拠
を
示
し
て
い
た
。
③修羅能
〈
田
村
〉
は
、
享
保
一
○
年
（
一
七
二
五
）
四
月
の
家
重
元
服
叙
任
時
の
演
目
で
あ
る
こ
と
に
特
に
注
意
し
た
い
。
「
清
水
寺
縁
起
」
に
取
材
し
た
こ
の
演
目
で
は
、
前
場
の
シ
テ
で
あ
る
桜
守
の
童
子
は
、
後
場
で
東
夷
を
平
定
し
天
下
泰
平
を
も
た
ら
し
た
坂
上
田
村
麻
目
将
軍
と
な
る
。
こ
の
変
化
は
装
束
の
違
い
に
明
白
で
あ
る
。
前
場
の
シ
テ
は
、
慈
童
の
面
を
掛
け
水
衣
を
着
し
萩
箒
を
持
つ
童
子
の
姿
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
後
場
の
シ
テ
は
、
平
大
の
町
を
掛
け
梨
打
烏
附
子
に
半
切
・
法
被
を
着
し
太
刀
を
持
つ
武
将
の
姿
に
変
わ
っ
て
（妬）
登
場
す
る
。
こ
の
視
覚
さ
れ
る
劇
的
な
変
化
は
、
家
重
が
元
服
し
た
後
に
は
将
瀬
と
し
て
天
下
泰
平
を
も
た
ら
す
存
在
に
な
る
こ
と
の
隠
楡になったと一言えよう。
〈屋島〉・〈箙〉は、「平家物語』を本説とし、源平合戦に
勝
利
し
た
源
家
の
武
将
を
題
材
と
し
て
い
る
。
源
平
合
戦
の
歴
史
七
五
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は
、
武
家
政
権
へ
の
転
換
の
歴
史
、
つ
ま
り
武
家
政
権
の
起
源
神
話
（”）
で
あ
る
。
こ
れ
を
再
現
す
る
こ
と
は
、
現
在
の
政
権
で
あ
る
江
一
Ｐ
幕
府
に
と
っ
て
武
家
政
権
の
歴
史
を
内
包
し
、
そ
れ
を
見
せ
る
こ
と
で
の
正
統
性
を
補
強
す
る
行
為
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
川
切
能
物
〈養老〉は、「十訓抄」第六の孝子説話を本説として、養
老
の
瀧
の
縁
起
を
語
り
、
不
老
長
寿
の
水
に
こ
と
寄
せ
て
御
代
を
言
祝
ぐ
演
目
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
孝
子
督
励
と
御
代
の
祝
福
の
二
つ
の
要
素
を
持
っ
て
い
る
。
こ
れ
の
具
体
的
な
内
容
は
、
孝
子
説
話
と
し
て
、
樵
夫
は
山
で
見
つ
け
た
不
思
議
の
水
を
老
父
母
に
も
飲
ま
せ
老
を
養
っ
た
と
い
う
部
分
と
、
政
権
讃
美
と
し
て
、
そ
の
薬
の
水
を
帝
に
捧
げ
て
泰
平
の
代
が
栄
え
尽
き
な
い
こ
と
を
祝
う
、
と
い
う
部
分
か
ら
成
る
。
〈
養
老
〉
に
は
、
「
家
」
制
度
で
の
孝
か
ら
公
儀
に
対
す
る
忠
へ
と
一
曲
の
中
で
意
識
を
ス
ラ
イ
ド
さ
せ
る
効
果
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
〈
金
札
〉
で
は
、
神
国
Ⅱ
本
を
守
護
す
る
と
い
っ
て
登
場
し
た
後
シ
テ
が
悪
魔
降
伏
の
姿
を
示
現
す
る
。
こ
の
演
目
で
後
場
の
シ
テ
は
、
舞
台
上
の
作
り
物
の
中
か
ら
弓
矢
を
握
っ
て
現
れ
る
。
シ
テ
は
、
「
弓
を
つ
か
へ
悪
魔
を
射
は
ら
ひ
」
と
い
う
文
句
と
と
も
に
舞
台
左
後
方
の
幕
へ
向
か
っ
て
弓
を
放
つ
。
そ
し
て
「
と
て
も
治
ま
る
国
な
れ
ハ
（
略
）
弓
を
は
づ
し
劔
を
納
め
」
と
い
う
文
句
に
合
わ
せ
法
政
史
学
第
六
十
二
号
本
稿
で
は
、
江
戸
幕
府
は
町
入
能
と
い
う
共
同
性
空
間
で
、
自
ら
の
支
配
を
支
え
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
呈
示
し
、
そ
こ
で
集
団
の
秩
序
化
を
行
っ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
検
討
を
し
て
き
七
六
（羽）
て
、
弓
を
捨
て
る
所
作
を
す
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
武
力
の
い
ら
な
い
泰
平
の
世
を
示
す
。
こ
こ
で
も
〈
弓
八
幡
〉
と
同
様
に
、
凍
結
し
た
武
力
こ
そ
が
武
家
支
配
の
正
当
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
〈
呉
服
〉
に
は
、
錦
繍
の
技
を
伝
え
て
神
と
し
て
祀
ら
れ
た
二
人
の
機
姫
に
よ
る
機
織
の
再
現
と
「
御
代
」
の
祝
福
が
描
か
れ
て
い
る
。
貢
物
と
「
御
代
」
の
長
久
が
連
結
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
には生産と富国の要素がある。つまり〈呉服〉は、職能に
よ
っ
て
祀
ら
れ
た
女
工
を
演
じ
る
こ
と
で
、
職
の
尊
卑
観
念
か
ら
民
衆
を
解
放
し
、
職
分
を
全
う
す
る
民
衆
の
主
体
的
な
生
産
活
動
を
促
す演目と一一一一口える。
こ
れ
ら
の
検
討
か
ら
、
江
戸
幕
府
の
町
入
能
で
は
、
シ
ン
ボ
ル
化
さ
れ
た
武
力
に
よ
る
武
家
の
支
配
の
正
統
性
、
儒
教
道
徳
に
基
づ
く
公
儀
と
の
忠
孝
・
恩
の
関
係
、
民
衆
の
生
産
意
欲
の
煽
動
、
「
徳
川
の
歴
史
」
に
関
す
る
過
去
と
未
来
の
記
憶
の
創
造
ｌ
徳
川
の
支
配
正
統
性
の
補
強
ｌ
を
意
図
し
た
演
Ⅱ
が
選
ば
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る。
お
わ
り
に
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た
。
こ
こ
で
検
討
結
果
を
簡
単
に
ふ
り
返
っ
て
お
く
。
第
一
節
で
は
、
朝
廷
・
幕
府
・
国
持
大
名
の
み
が
祝
儀
能
の
時
に
用
い
る
こ
と
の
で
き
る
開
口
に
つ
い
て
、
ま
ず
そ
の
原
則
と
機
能
を
明
ら
か
に
し
た
。
次
い
で
、
加
賀
藩
と
幕
府
の
事
例
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
開
口
の
内
容
を
検
討
し
、
そ
の
機
能
を
考
察
し
た
。
そ
の
結
果
、
以
下
の
結
論
を
得
た
。
ま
ず
、
幕
府
が
開
口
を
、
朝
廷
・
幕
府
・
国
持
大
名
に
限
定
し
て
許
し
た
の
は
、
幕
府
を
軸
に
し
た
三
者
の関係性の中でそれぞれの差異を明示するためであった。
次
に
、
加
賀
藩
が
家
中
を
対
象
に
作
成
し
た
開
口
の
内
容
は
、
大
名
の
領
国
で
の
義
務
を
「
土
地
・
人
民
・
政
事
」
を
司
る
こ
と
と
し
、
家
原
に
は
こ
れ
を
補
佐
す
る
こ
と
が
勤
め
で
あ
る
と
説
く
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
国
持
大
名
の
開
口
は
、
御
能
拝
見
の
場
で
行
わ
れ
る
教
諭
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
た
。
一
方
、
幕
府
政
治
の
蝿
念
的
支
柱
で
あ
る
儒
者
が
作
成
し
た
開
口
の
内
容
は
、
徳
川
政
権
の
「
仁
政
」
や
武
威
を
表
明
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
う
いった徳川政権の性格は、その始源である家康と結びつけ
ら
れ
る
こ
と
で
現
政
権
の
支
配
の
正
統
性
と
し
て
晴
一
伝
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
御
能
拝
見
と
い
う
共
同
性
空
間
で
行
わ
れ
る
開
口
は
、
限
定
的
で
は
あ
り
な
が
ら
社
会
秩
序
を
示
し
、
政
権
の
統
一
イ
メ
ー
ジ
を
与
え
て
い
く
も
の
で
あ
っ
た
。
第
二
節
で
は
、
幕
府
町
入
能
で
演
じ
ら
れ
た
演
目
に
つ
い
て
、
文
江
戸
城
町
入
能
の
開
口
・
演
Ⅱ
と
秩
序
（
川
上
）
句
及
び
内
容
と
所
作
に
着
目
し
て
検
討
し
、
選
ば
れ
る
演
目
に
は
次
の
性
格
を
確
認
し
た
。
ま
ず
、
祝
言
性
を
基
調
に
し
た
演
吋
で
文
句
に
着
目
す
る
と
、
徳
川
家
の
繁
栄
や
そ
の
治
世
、
儒
教
思
想
に
基
づ
く
理
想
的
な
君
臣
関
係
が
述
べ
ら
れ
る
演
目
が
選
ば
れ
て
い
た
。
そ
し
て
内
容
に
着
目
す
る
と
、
江
戸
幕
府
は
武
力
を
シ
ン
ボ
ル
化
す
る
こ
と
、
徳
川
の
歴
史
を
遡
及
さ
せ
、
同
時
に
未
来
に
継
承
さ
れ
る
こ
と
を
示
す
こ
と
で
徳
川
の
支
配
の
正
統
性
を
保
持
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
ま
た
、
儒
教
道
徳
に
基
づ
く
君
臣
間
の
忠
孝
・
恩
、
他
に
民
衆
の
生
産
性
に
立
脚
し
た
富
国
を
説
く
面
も
確
認
し
た
。
か
つ
、
そ
れ
ら
は
象
徴
的
な
所
作
を
伴
う
こ
と
で
、
選
曲
の
趣
旨
を
よ
り
印
象
づ
け
る
も
の
で
あ
っ
た
。
以
上
の
検
討
か
ら
は
、
町
入
能
と
い
う
共
同
の
場
は
、
江
戸
幕
府
の
支
配
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
こ
と
ば
と
身
振
り
に
よ
っ
て
見
せ
ら
れ
る
場
で
あ
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
町
入
能
の
場
は
、
江
戸
幕
府
自
身
に
よ
る
徳
川
政
権
に
関
す
る
イ
メ
ー
ジ
の
統
一
が
為
さ
れ
た場であったと一一一一口える。
乱
世
を
収
束
し
た
江
戸
幕
府
は
、
そ
の
支
配
の
求
心
力
を
武
力
か
ら
合
理
性
へ
と
転
換
さ
せ
た
。
そ
の
中
で
能
楽
は
、
礼
楽
思
想
に
立
（羽）
脚
し
、
式
楽
と
し
て
の
正
当
性
を
得
た
。
能
楽
を
用
い
た
江
一
戸
幕
府
儀
礼
、
特
に
町
入
能
は
、
江
戸
幕
府
の
礼
楽
思
想
を
具
現
し
て
、
幕
府
ひ
い
て
は
徳
川
将
軍
家
の
下
に
あ
ら
ゆ
る
身
分
集
団
を
秩
序
づ
け
七
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法
政
史
学
第
六
十
二
号
る空間であったと言える。
註（１）これについて本格的に論じたものはない。管見によれば
概説的な説明は、「山布波講座能・狂言Ｉ能楽の歴史」
（岩波書店、一九八七年）及び池内信嘉著「能楽盛衰記」
上巻（東京創元社、一九一一五年、復刻版一九九二年）にあ
る。双方は、江戸城で町人が能を観ることの異例を指摘し
ている。また、久留島浩「近世における祭りの「周辺Ｅ
（「歴史評論」四一一九号、’九八六年一一月）は、祝祭的性
格を持つ町人能は、将獺と比衆との交流によってⅡ常秩序
の関係性が再確認される場であったことを指摘している。
（２）開川は、脇能の最初にワキカが当代讃美の謡を独吟する
ものである。これはⅢ阿弥時代から行われていたもので、
近世にはその詞章は儒者がつくり、能役者がそれに節付を
した（西野春雄・羽川昶「能・狂言珊典」〈平凡社、一九
八七年〉二三七頁）。
江戸時代の開口について検討した唯一のものは、辻宏一
「江戸時代における開Ⅱの特徴について」ＳⅡ本歌謡研究」
第一九号、一九八○年）である。開口の文句に関して、同
氏は、ワキ方高安流宗家所蔵本「万世開口御寿文集」を中
心素材として検討している。なお筆者は、「江戸幕府日記」
（内閣文庫所蔵）、シテ方観世流宗家本「御能組」（法政大
学能楽研究所所蔵、鴻山文庫寄贈、史料番号し’一四一’
一～二五。これは「触流御能組」と通称されている。以下
この呼称を用いる。）、「徳川実紀」を素材にした。
（３）「米府紀事略」巻之一七（久留米市史編さん委員会「久
留米市史」第九巻資料編近仙Ⅱ〈一九九三年〉九六七頁）。
（４）例えば禁裏の開口は以下のようであるＳⅡ堂見聞集」
巻之六（「続日本随筆大成」別巻近世風俗見聞集二〈吉
川弘文館、一九八一年〉一三一～一三二頁）。
御即位御祝儀御能、開口、卯三月一日、浅井重遠作、
夫久堅の天の原仰は高き高御座千年を祝ふ初春や
宝
の
鬼
厳
に
道
真
な
る
故
万
の
邦
も
雍
て
Ⅱ
川
度
か
り
け
る
御
代
と
か
や
（５）「御家督御人同御能御番組作法書」（加越能文庫蔵、法政
大学能楽研究所所蔵、山科香川写し’一一一一一一一）。
（６）辻氏前掲。
（７）辻氏前掲は、開川は篭町末期頃までは定式がなかったと
推定した上で、江戸時代の開口の定式化の理由を二つ挙げ
ている。一つには、江戸幕府による能楽の式楽化と開口作
成者の能役背から儒者への移行によるもの。二つには、秀
忠の上洛のとき、ワキカが開口文を忘れ、謡い出せなかっ
たという不祥事によるもの、である。この不祥事とは、寛
永三年（一六二六）九川六Ⅱ、家光将節宣下のため二条城
へ行幸した際に起きたことである。この時、「道春作之」、
「山科之進藤久右衛門被仰付」た開口は、「夫唐たうたい
七
八
Hosei University Repository
の
春
秋
ハ
政
を
天
下
に
施
し
我
朝
の
北
山
の
行
幸
ハ
名
も
後
代
に
傳
へ
た
り
ま
し
て
や
今
ハ
と
く
だ
く
の
厚
事
重
陽
に
咲
る
菊
の
露
積
□
か
ね
て
幾
代
の
ふ
ち
も
影
近
く
せ
い
ゐ
ん
の
し
け
き
こ
と
よ
つ
の
時
か
は
ら
ぬ
松
の
色
深
く
猶
も
千
と
せ
の
秋
を
知
ら
す
と
た
く
ひ
す
へ
な
き
君
か
代
の
目
出
度
か
り
け
る
時
と
か
や
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
Ｓ
高
安
流
開
Ⅱ
文
句
集
」
〈
鴻
山
文
庫
寄
贈
、
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
所
蔵
、
史
料
番
号
伝
一
川
○〉）。
（
８
）
「
本
佐
録
」
（
石
川
一
良
・
金
谷
治
校
注
「
Ｒ
本
思
想
大
系
肥
藤
原
怪
満
林
羅
山
」
〈
瑞
波
評
店
、
一
九
七
五
年
〉
二
八
五
頁
）
Ⅱ
「
本
佐
録
」
は
写
本
が
多
数
残
存
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
書
名
は
統
一
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
そ
の
著
者
に
つ
い
て
も
本
多
正
信
と
す
る
説
、
藤
原
慢
窩
と
す
る
説
の
二
つ
が
あ
る
。
本
稿
で
は
、
著
者
を
同
定
す
る
こ
と
は
問
題
と
し
な
い
の
で
、
そ
こ
に
描
か
れ
た
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
着
眼
点
を
お
い
た
。
（
９
）
深
谷
克
己
「
近
世
に
お
け
る
教
諭
支
配
」
（
岡
山
藩
研
究
会
編
「藩世界の意識と関係」〈岩川詩院、二○○○年〉）は、近
世
の
教
諭
支
配
が
最
も
有
効
に
機
能
す
る
の
は
、
儀
礼
の
場
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
（
、
）
註
４
、
二
一
二
～
二
一
三
貝
。
こ
れ
は
、
「
徳
川
笑
紀
」
に
記
救
さ
れ
た
開
ｎ
文
と
は
異
な
る
部
分
が
あ
る
が
そ
の
ま
ま
使
用
し
た
。
（
ｕ
）
Ｋ
・
Ｗ
・
ナ
カ
イ
ヨ
礼
楽
」
・
「
征
伐
」
の
再
統
一
Ｉ
新
井
ｎ
石
の
将
軍
権
力
再
構
想
と
そ
の
挫
折
の
意
味
す
る
も
の
Ｉ
」
言
季
刊
日
本思想史」三一、一九八八年）。
江
戸
城
町
人
能
の
開
川
・
減
Ⅱ
と
秩
序
（
川
上
）
（皿）「月堂見聞集」巻之八（同前）一三七頁。
（
型
藤
井
穣
治
「
一
七
世
紀
の
日
本
ｌ
武
家
の
国
家
の
形
成
ｌ
」
（
『
岩
波
講
座
日
本
通
史
」
第
一
二
巻
近
世
二
〈
岩
波
書
店
、
一
九
九
四
年〉）。
（
ｕ
）
早
川
庄
八
「
八
世
紀
の
任
官
関
係
文
書
と
任
官
儀
に
つ
い
て
」
（川筈「Ⅱ本古代向僚制の研究」〈川灯波需店、一九八六年〉
第
三
章
）
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
古
代
王
朝
の
宣
命
な
ど
の
例
も
あ
り
、
汗
声
・
こ
と
ば
の
持
つ
感
染
力
は
政
治
の
場
面
で
も
期
待
さ
れ、一定度の有効性を挙げていたと言えよう。
（
垣
町
人
能
に
翁
・
風
流
・
開
Ⅱ
が
川
い
ら
れ
た
の
は
、
辻
氏
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
寛
永
一
八
年
（
一
六
四
二
九
月
家
綱
誕
生
の
祝
儀
能
が
最
初
で
あ
る
。
慶
安
四
年
（
一
六
五
二
八
月
家
綱
将
軍
宣
下
の祝儀能には、能五番・狂一言一一番に翁・風流・開口がつく
形
と
な
り
、
以
後
こ
れ
を
踏
襲
し
た
。
具
体
的
な
そ
の
次
第
は
、
翁・風流・開川・脇能物・狂一一一ｍ・二番Ⅱ物・狂一言・一一一番Ⅱ
物
・
中
人
・
四
番
目
物
・
切
能
物
で
あ
っ
た
。
中
入
の
と
き
に
猿
楽
および町人への下賜があった。
（肥）これは、「有徳院殿御実紀」を通覧すると明らかである。
（
Ⅳ
）
「
仕
舞
附
二
（
鴻
川
文
庫
寄
鵬
、
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
所
蔵
、
史
料
番
芳
で
’
九
二
’
二
。
（
岨
）
江
戸
時
代
中
期
以
降
か
ら
能
の
番
組
構
成
は
、
翁
・
脇
能
・
二
番
Ⅱ
物
（
修
羅
能
）
・
三
番
目
物
（
璽
能
）
・
四
番
Ⅱ
物
（
狂
能
）
・
切
能
と
い
う
順
序
で
演
じ
る
の
を
最
も
正
式
な
形
と
し
て
い
る
。
こ
れ
を
翁
付
キ
五
番
立
と
い
う
。
（
「
岩
波
講
座
能
・
狂
言
Ⅳ
能
の
構
七
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（皿）「甲子夜話」巻二三（中村幸彦・中野一一一敏校訂「甲子夜
話」一一〈平凡社、一九七七年〉八三頁）。
造と技法」岩波書店、一九八七年）。
（
岨
）
能
の
演
目
の
一
つ
で
あ
る
〈
翁
〉
は
、
翁
猿
楽
と
言
わ
れ
て
お
り
、
能
の
芸
態
と
は
系
統
が
異
な
る
。
こ
の
翁
猿
楽
の
成
立
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
多
い
が
、
そ
の
神
聖
性
は
、
世
阿
弥
や
禅
竹
に
お
い
て
も
認
識
さ
れ
て
い
た
。
翁
に
つ
い
て
は
、
民
俗
学
に
お
い
て
も
古
く
多
く
の
研
究
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
諏
訪
春
雄
「
翁
と
三
番
里
ｌ
芸
能
に
お
け
る
来
訪
神
の
系
譜
ｌ
」
（
芸
能
史
研
究
会
「
芸
能
史
研究」一二二号、一九九八年）を参考にした。
（
型
「
当
家
の
祖
神
」
家
康
の
神
格
化
が
家
光
以
降
の
将
軍
権
威
に
如
何
に
作
用
し
た
か
に
つ
い
て
は
、
高
木
昭
作
「
将
軍
権
力
と
天
皇
」
（青木書店、二○○三年）第二章・第三章を参照されたい。
（
型
「
謡
曲
拾
葉
抄
」
巻
二
（
日
本
文
学
古
註
釈
大
成
「
謡
曲
拾
葉
抄
」
〈日本図書センター、一九七九年〉四四頁）。著者は犬井貞
恕
、
寛
保
元
年
の
序
文
が
あ
り
、
明
和
九
年
に
刊
行
さ
れ
た
謡
曲
注
（
韮
註
Ⅳ
。
（
〃
）
深
谷
克
己
氏
に
よ
る
と
、
家
康
は
徳
川
氏
が
武
家
政
権
の
起
源
で
（皿）『観世舞曲秘書二（鴻山文庫寄贈、法政大学能楽所究所．
所
蔵
、
史
料
番
号
で
’
九
八
’
二
。
（
妬
）
「
新
熊
本
市
史
」
史
料
編
第
三
巻
近
世
Ｉ
（
一
九
九
四
年
）
一
○
四四頁。
グーへ／－，
２４２３
、－=、-〆
法
政
史
学
第
六
十
二
号
恕
、
寛
保
一
聾
釈書である。
註
１７
つ
［
付
記
］
本
稿
は
、
二
○
○
四
年
一
月
に
法
政
大
学
大
学
院
に
提
出
し
た
修
士
論
文
の
一
部
を
加
筆
・
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
成
稿
に
あ
た
っ
て
、
本
学
文
学
部
教
授
澤
登
寛
聡
先
生
よ
り
ご
教
示
を
賜
わ
り
ま
し
た
。
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
る
鎌
倉
幕
府
の
継
承
者
で
あ
る
と
強
調
す
る
こ
と
で
、
「
国
家
的
な
ま
と
ま
り
」
を
実
現
し
よ
う
と
し
た
、
と
い
う
（
向
署
「
綱
ひ
き
す
る
歴
史
学
ｌ
近
世
史
研
究
の
身
構
え
ｌ
」
〈
校
倉
書
房
、
一
九
九
八年〉’九八頁）。
（肥）註Ⅳ。
（
別
）
礼
楽
は
新
井
白
石
・
荻
生
祖
侠
に
特
に
重
要
視
さ
れ
た
。
両
者
の
方
法
は
異
な
っ
て
い
た
が
、
礼
楽
に
よ
っ
て
徳
川
家
の
支
配
を
貫
徹
し
よ
う
と
し
た
点
は
共
通
す
る
。
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